









力としての “ 思考 ” に着目しているところに特徴を持つ。具体的には，動詞
を発話のきっかけとなる “ キューワード ”(cue word) として用いる点である。














また近年，日本人学生の英語学習意欲の低下も報告されている（前田 , 他 , 
2010）。本研究が行った英語に対する学生の意識調査アンケート（表 1）から
も，英語に対する大学生の学習意欲が低下していることが分る。
　表 1 〜表 3 は，本研究が学生に行った英語意識調査アンケートの結果であ
る。表 1は「英語が好きですか？」の質問に対する回答である。アンケートは，
大学 1 〜 2 年生 90 名（女子 31 名・男子 59 名）に対して行われた。対象学












女子学生 07名(23%) 09名(29%) 09名(29%) 6名(19%) 0名(00%) 31名
男子学生 13名(22%) 19名(32%) 21名(36%) 3名(05%) 3名(05%) 59名
合    計 20名(22%) 28名(31%) 30名(34%) 9名(10%) 3名(03%) 90名
　男女共に半数以上の学生が，英語が “嫌い ”または “とても嫌い ”と回答し，
“ 好き ” と回答した学生は，全体の僅か 13％である。ただし，およそ三分の
一の学生は “ どちらでもない ” と回答しており，意識が改善する余地がある
ことを示している。また，「英語力の何を一番身に付けたいですか？」の質
問に対して，約 54％の学生が「英会話力」を一番にあげている。
表 2「“ 英語力の何を一番身につけたいですか？ ” の問に対する回答」
読解 ライティング リスニング 英会話 文法 複数回答
女子学生 04名(13%) 2名(6%) 2名(06%) 18名(59%) 2名(06%) 03名(10%)
男子学生 08名(14%) 3名(5%) 6名(10%) 30名(51%) 3名(05%) 09名(15%)









4. 読み取り 5. その他














　　　①                         　　　　　　②
　文は主語・述語の最低 2 語から成るが，述語を形成する動詞が目的語，補語，
および副詞を取ることによって，さらに，複文・重文の形を取ることによって，



































　(1) a. “The freight woke up the other guys.” (“Stand by Me”: 1986. Columbia Pictures)










たとえば，dish について考えてみる。(2)a. は “ 食器の皿 ”，(2)b. は “ 食器に




   
　(2) a. Could you wash up the dishes?	 （大月，2013）
　　 b. Please enjoy the dishes.	 （ibid.）
　　 c. Shall I dish out potatoes? （ibid.）
　次にメトニミーがどのように生成されるのか，その生成メカニズムについて
考察する。たとえば (3)a. “Mary began a book.” の解釈を語彙構造から考えてみ
る。動詞の begin は，read（読む）や write（書く）のように動作を表すものを
目的語とするのが一般的である。このため，具象名詞 a book との間の意味的
整合性を満たすためには，例文 (1)(2) と比べると推論と文脈がより要求されな




論」は Mary began a book. の説明において，本来ならば begin と book の間
での語のタイプ・エラー (Type Error) に対して，すなわち本来それぞれの語
句が意味的に共起するはずがないことに対して，組み合わせを解消するた
めの操作として，語のタイプ強要 (Type Coercion) を想定する（Pustejovsky, 
















　(3) a.“Mary began a book.”                             (Pustejovsky, 1995: 204)
　　 b. Mary began to read a book.　　　　　　　　　　　　　             
　(4) begin                                  book
(Pustejovsky，1995: 203-204)
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　図 1 の (I) ～ (VII) が示すメトニミーとタイプ強要のリンキングモデルの分


































とは，行動を導き組織化する感覚信号としての “ 刺激 ” を言う。本稿では，









            










英文原稿作成 ―> キューワード抽出 ―> キューカード作成 ―> キューカードスピーチ
　半期 15 回（1 回 90 分）の授業の中で，図 3 の①から④の流れに沿って，









ド」を，「キューカード」（図 3-1, 2, 3）の下線の空欄部に書き取る。図 4 は
“Self-Introduction & Home Town” をテーマに話す際の例である。図 4-1 では
英文スピーチの Introduction（導入）部として Salutation ( 挨拶 )，Family ( 家
族 )，Personality ( 性格 )，Home Town ( 故郷 ) について，それぞれのキュー
ワードを手掛かりに自己紹介をする。図 4-2 の Body ( 本論 ) は，Home Town
の General Information ( 情 報 )，Uniqueness ( 特 徴 ) に つ い て， 図 4-3 は
Conclusion ( まとめ ) としてスピーチのまとめになる。
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図 4-1「キューカード：Introduction」( 大月 2013)
図 4-2「キューカード：Body」( 大月 2013)







　「思考型英会話学習法」を使ったスピーチ練習は、三つのクラス（1 組 , 2a
組 , 2b 組）で行われ，表 4 は，それぞれのクラスが三回行ったキューカー
ドスピーチの，三回目に参加学生が発話した総語数と文の数の，クラス毎の
平均を示す。１組の一回目のテーマは，“Self  Introduction”，二回目は “My 
Home Town”，三回目は “My Prized Possession” について一人ずつスピーチ
を行った。2a 組と 2b 組の一回目のテーマは “My Home Town”, 二回目は “My 
Dream Job”, 三回目は “Historical Person” について，キューカードスピーチ
を個別に行った。各クラスにおいて，一回目，二回目のキューカードスピー
チと比べると，発話語数・文の数は共に大きく増加し，学習効果が観察される。









1 “My Prized Possession” 111 (17.2) 14.3 (1.6) 7.8 １年 / 初級
2a “Historical Person” 111 (19.8) 14.1 (2.6) 7.9 ２年 / 初級







　平成 25 年 10 月〜 12 月の 3 か月間に行った「思考型英会話学習法」を用
いた授業と学習について，61 名の大学生からアンケートの回答を得た。対象
学生は、第 1 章の表 1 〜表 3 で示した英語意識調査と同じ学生である。
　
表 5．「学生アンケート “ スピーチのまえに準備をしましたか？ ”」
全くしていない 少しした ある程度した 十分した






表 6．「学生アンケート “ スピーチの前にどんな準備をしましたか？ ”」
2-3 回音読 少し音読 10 回位音読 全て暗記 黙読







表 7．「学生アンケート “ スピーチの出来に満足していますか？ ”」
満足してない 少し満足 ある程度満足 とても満足 分からない































































（3）“ 暗記学習 ” と “ 学習結果として得られる記憶 ”
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